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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,44 45,85 +0,41 43,41 +2,44

USD / BRL Spot BRL 2,2719 2,2619 -0,0100 2,3443 -0,0824

USD / JPY Spot JPY 103,23 103,65 +0,42 101,80 +1,85

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 50.415 50.270 -145 47.094 +3.176

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 169,7 166,7 -3,0 171,6 -4,9

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,61 12,64 +0,03 12,49 +0,15

DI Future Jul15（金利先物） % 11,68 11,68 +0,00 11,56 +0,12

3 Months US Dollar Libor % 0,231 0,228 -0,003 0,236 -0,008

CRB Index（国際商品指数） Index 304,7 301,9 -2,8 302,4 -0,5

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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Indicator Unit 3月31日

昨日のドルレアルスポット相場はキャリートレードの思惑からレアル堅調な展開でした。
朝方は、３月の主要都市におけるインフレ指標が市場予想を上回ったことから金利先物が上昇したため、
キャリートレードの思惑が高まり前日比レアル高の２．２６台前半で始まりました。その後、一時的に直近
レアル高値近辺の２．２５台前半で取引されましたが翌日にＣＯＰＯＭの政策金利発表を控えていることから
様子見となり、２．２５台後半でもみ合いとなりました。午後は閑散とした取引となり、結局２．２６台前半で
引けています。

昨日発表された３月の貿易収支は市場予想のネットゼロを上回る１．１億ドルの黒字となりました。予想は
上回ったものの３月の数字としては２００１年以来の少ない黒字であり、１－３月期で見ると６１億ドルの赤字を
記録しており、これは１９９４年以来の数字となりました。この状況にもかかわらずマンテガ財務相は従来の
レアル安志向に変化を見せ、「２．２５近辺の為替相場は２．４０だった頃と比べインフレに悪影響を与えず、
最近の安定した相場は望ましい」と発言しています。レアル安が輸出に大したドライブをかけないことに漸く
気づいたのかもしれませんが、やはり選挙を控えて有権者の最大の関心事であるインフレを抑えるため、
ポーズだとしてもレアル安を助長するような発言を控えているのでしょう。市場が財務相の発言をどれだけ
真剣に捉えるか不明ですが、最近のレアル高基調を支持する材料にはなるでしょう。
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